


































































































































































⑴ 講義科目 必修 単位取得 単位取得






































































































教 育 経 済 システム工学
３回生以上 8,5 3,0 24,5
２ 回 生 0,0 1,0 21,5






教 育 経 済 システム工学
３回生以上 33,26,22 32,16,12 113,90,71
２ 回 生 2,1,1 19,17,13 147,138,124

















































































受 講 者 講義合格 実技合格
観 光 37 33 19
システム工学 1 1 1
職 員 1 0 0
表５．2007、2008年度に誕生した星空案内人?（準案内
人）の、資格取得時の所属別分布。
教 育 システム工学 観 光
2007年度 13 15 ―
2008年度 2 1 19
図１．スター ウォッチング・カフェの、事前の説明風景。
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た。図１、２、３、４は、その時の様子を写したもの
である。
５．まとめと今後の展望
2007年度の「大規模型」、2008年度の「少人数精鋭型」
を比べると、後者の方がじっくり養成をできることが
分かった。2009年度以降、後者の方法で養成を続ける
ことにした。とはいえ、和歌山大学での星空案内人の
養成は始まったばかりであり、誕生した案内人の活躍
の場の確保を含め、手探りで続けていくことになると
思われる。大学生教育としてこの講座を利用すること
でどういう効果があるか、今後しっかり反省していき
たい。なお、観光学部は宇宙に関連させてさまざまな
催しや研究、教育を展開する計画を持っている。デジ
タルドームシアター、小型ロケット、成層圏バルーン
などである。学生自主創造科学センター（クリエ）と
の連携も活用し、さまざまな展開が期待できる。そう
いった場で、星空案内人が活躍してくれることを我々
は期待している。また、星空案内人の付加価値をもっ
た学校教員が、地域で息の長い活動を行い、ゆっくり
と、しかし確実に地域での文化活動として根づいてく
れることも我々は願っている。
そしてもうひとつ、この資格認定制度で実現した教
材の標準化はとても意義深いものと考えている。地方
の小さな大学では、それぞれの分野での専門家が少数
になり、そこでの学生教育や研究の質を保つことが簡
単ではなくなる。このような制度とそれによる教材の
共有によって、天文学といった、専門スタッフ数が多
くない分野において、地方大学や小大学への裾野拡大
が可能になり、互いの連携がより効果的になる。この
観点での仲間作りは、地方小大学のスタッフとして
我々が長年目指していたものである。
なおこの論文は、「星のソムリエ資格制度の全国普及
モデルの開発」研究会??、第３回星空案内人（星のソム
リエ??）資格認定制度シンポジウム???、および日本天文
学会2009年春季年会の天文教育・その他のセッション
での発表???を基にし、和歌山大学での実施状況のデー
タをまとめなおして補強したものである。
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